上方文化の深遠―書画に遊び生活を愉しむ― by 明尾 圭造
指定討論者コメント 
 
滋賀県立大学人間文化学部 生活デザイン学科教授 面 矢 慎 介 
 
今回の講演では、1990年からの市場経済化、特に2010年からの高度経済成長後の遊牧民
の暮らしの変化について貴重な現状報告を聞くことができた。ゲルの移動にはラクダの背
や牛に引かせる荷車ではなくトラックやトラクターが使用されていること、馬の代わりに
もなるオートバイの使用が増えていること、ソーラーパネルから電気を得ていることなど、
私が調査した1990年代末からみても急速な変化が進んでいることがうかがえた。ゲルの中
でも衛星テレビを見て、スマホも使っているという。 
また、トラックと舗装道路によって首都ウランバートルまで肉を売りに行くことが可能
になったこと、現金収入になるカシミヤの生産・販売が盛んになったことに代表されるよ
うに、遊牧をめぐる経済システムにも大きな変化が現れているようだ。 
ゲルで暮らす遊牧生活の今後にはこれからも目が離せない。 
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農耕文明を基づいて成り立った現代社会の人々には、遊牧世界の人々はなぜ動く必要が
あるのか、理解し難いところであろう。辛嶋博善先生が長年に渡ってフィールドワークで
観察し、明らかにした遊牧民の家族のあり方や居住単位（コミュニティー）の動的な状態、
経済活動の変化などの様態から、リアルに現代社会の遊牧民の暮らしが見えてきた。特に、
建築史から都市史へ研究を展開する者としては、空間の形式や建物の工法やスタイルなど
――どちらかというと物理的な着眼点の研究テーマとする傾向が見られる。しかし、この
ような研究テーマは、移動しながら暮らしているモンゴル地域では、限界を感じる。遊牧
世界の都市を理解するには、まさに、辛嶋博善先生が研究されている遊牧民によるコミュ
ニティーの構成やその年毎の変化、移動する暮らし向きなどから、研究のベースとなる知
見を得ることが極めて重要であると私は考えている。私にとっては、モンゴルの都市民と
田舎の遊牧民の親族関係の強さ、経済的にお互いに補完するような協力関係などは、モン
ゴル都市研究にたいへん役立つ、興味深い話であった。 
最後に、参加者の皆様方と活発で幅広い議論が出来て、有意義な時間を頂戴致しました。 
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はじめに 
 
上方文化の深遠を探る、ということで書画を通して大阪の文化を考えてみたいと思う。
まずは『花の下影』を例に話をしていきたい。昭和 60 年に芦屋の旧家で発見された『花の
下影』は雪月花 3 冊からなる画帖である。内容が非常に面白いので当時の朝日新聞阪神支
局のスタッフが総出で連載をした。現在、大阪の清文堂出版でカラー図版の本となってい
る。画帖には落款印譜がないため誰が書いたかは特定できていないが、本書が伝わった廣
瀬家には江戸時代に廣瀬臺山という文人画家も輩出しており、大阪勤番の武家でもあった
ことからご先祖の誰かが心覚えに書いた可能性もある。 
 
1.『花の下影』とその描写について 
 
さっそく内容に移っていきたい。登場人物の衣装や店先のリアルさは秀逸である。表題
の『花の下影』だが、花は鼻で、鼻の下には口がある。旨いもの紹介という点において今
日のグルメガイドブックのような存在とも言えよう。本画帖は永らく門外不出というより
は蔵に置き忘れられていたそうだが、昭和 60 年に見つかり世の中に出た。 
広瀬家は作州津山の士族であり、ここから前述の広瀬臺山が出るのだが、彼は福原五岳
という大阪の画家の弟子であった。旧幕時代、西国大名の藩士は役目によって大阪、京都、
江戸にある藩邸へ赴任する。例えば、大阪には中之島周辺に蔵屋敷群があり、そこに津山
藩邸もあった。そこへ蔵屋敷勤番として赴任し、同藩米を回米し換銀することや特産物の
販売など、経済活動の拠点としての勤務があった。こうした職務に携わっていた廣瀬家の
ご先祖の誰かが、ご子孫のための心覚えとして書いたものではないかと考えられるのであ
る。絵筋としては、四条派風の絵と言えよう。 
具体的に見ていくと「大源味噌」は味噌屋である。文政６年北久太郎町に創業しており
現在も続いている。その大源味噌の前で住吉踊りの姿が確認できる。情報は限定されたも
ので、かえって素朴な味わいがある。 
箱寿司で有名な「福寿司」は、文政 12年「福本」として創業され、明治 5年に「福寿司」
と改名後は永らく心斎橋で老舗の暖簾を守り続けてこられたが、残念なことに現在は閉店
している。 
灘五郷の名酒「沢の鶴」の前身は平野町堺筋角にあった米屋であった。享保 2 年に現在
－ 27 －
の灘区に酒蔵を構えて、平野町で酒店を整えた。『花の下影』には武士がほとんど描かれて
いないが、ここでは、武士が酒粕を買って帰る場面が書かれているのが面白い。 
料亭「浮瀬」では飲酒の場面が書かれているが、当店は七合半入る大盃や大きな貝殻な
ど形の変わった盃で有名だった。料理屋番付で東の大関を守り続けた料亭「浮瀬」。この「浮
瀬」と並んで有名だった料亭に「西照庵」がある。両店は、幕末から明治になるまで大阪
では知らぬものがないくらい立派な料亭であった。 
「御堂穴門の西瓜売」は『花の下影』以外にもよく書かれている。大阪の四条派で西山
芳園、完瑛という親子がおり名所図をよく描いているが、その中には必ず御堂穴門の西瓜
売を書いている。表通りから南御堂の中へ入るときに石垣で積み上げた穴門がある。そこ
は夏場でもひんやりしているため、床几を用意した西瓜売りが出てくる。夏場の風物詩と
して、「御堂穴門の西瓜売」と天神祭のときに舟で売りに来る西瓜売りがある。 
「雑喉場魚市」の雑喉場とは、蛸を持っている人や鯛を放りあげる人などが書かれるな
ど、雑踏での賑やかな様子が表されている。 
また、『花の下影』は食べる場所の紹介でもあるがグルメガイド本だけでなく大阪の面白
そうな場所の紹介でもある。 
例えば「川口上燗舟 安治川口」。北前船が北海道の函館を出港して日本海ルートで山口
を周って大阪までやってくる。北前船は全長が約 30ｍ強、マストの高さが約 27.5ｍある。
大阪には三大公儀橋があり、東から天満・天神・難波橋となる。北前船のマストが高すぎ
るため、これらの橋をくぐり抜けて奥まで行くことができない。そのため北前船（千石船）
は安治川口に一旦停めて、小船に荷物を乗せ換えて各藩の蔵屋敷等へ運んでいた。作業途
上では、停泊する船上で宿直の者もあり、そういった人々を目当てに燗酒やつまみ等を売
りにいく業者もいたようだ。絵を見ていると三味線を弾く女性が寄っていく場面まである。 
『花の下影』の物語の最後はいろいろなところを食べ歩き飲み歩いて、あまりに食べ過
ぎてお腹を壊している場面である。誰が書いているかということも一切書いていないが、
大阪勤番を繰り返す武士にとって、後世の子孫への粋な心配りであったかも知れない。も
とより、私的な画帖であった『花の下影』は、出版されて多くの人々が描かれた絵を元に
して大阪の文化を楽しみながら皆で共有できる立派な文化資源となっているのではないだ
ろうか。 
 
2. 三都の文化（書画）受容について 
 
三都（江戸・京都・大坂）にはどのような絵のグループがあったのか。 
 
◎江戸狩野（幕府・大名家） 
◎京都四条派（公家・武家・町方） 
◎大坂画壇（自主独立・タニマチ） 
－ 28 －
の灘区に酒蔵を構えて、平野町で酒店を整えた。『花の下影』には武士がほとんど描かれて
いないが、ここでは、武士が酒粕を買って帰る場面が書かれているのが面白い。 
料亭「浮瀬」では飲酒の場面が書かれているが、当店は七合半入る大盃や大きな貝殻な
ど形の変わった盃で有名だった。料理屋番付で東の大関を守り続けた料亭「浮瀬」。この「浮
瀬」と並んで有名だった料亭に「西照庵」がある。両店は、幕末から明治になるまで大阪
では知らぬものがないくらい立派な料亭であった。 
「御堂穴門の西瓜売」は『花の下影』以外にもよく書かれている。大阪の四条派で西山
芳園、完瑛という親子がおり名所図をよく描いているが、その中には必ず御堂穴門の西瓜
売を書いている。表通りから南御堂の中へ入るときに石垣で積み上げた穴門がある。そこ
は夏場でもひんやりしているため、床几を用意した西瓜売りが出てくる。夏場の風物詩と
して、「御堂穴門の西瓜売」と天神祭のときに舟で売りに来る西瓜売りがある。 
「雑喉場魚市」の雑喉場とは、蛸を持っている人や鯛を放りあげる人などが書かれるな
ど、雑踏での賑やかな様子が表されている。 
また、『花の下影』は食べる場所の紹介でもあるがグルメガイド本だけでなく大阪の面白
そうな場所の紹介でもある。 
例えば「川口上燗舟 安治川口」。北前船が北海道の函館を出港して日本海ルートで山口
を周って大阪までやってくる。北前船は全長が約 30ｍ強、マストの高さが約 27.5ｍある。
大阪には三大公儀橋があり、東から天満・天神・難波橋となる。北前船のマストが高すぎ
るため、これらの橋をくぐり抜けて奥まで行くことができない。そのため北前船（千石船）
は安治川口に一旦停めて、小船に荷物を乗せ換えて各藩の蔵屋敷等へ運んでいた。作業途
上では、停泊する船上で宿直の者もあり、そういった人々を目当てに燗酒やつまみ等を売
りにいく業者もいたようだ。絵を見ていると三味線を弾く女性が寄っていく場面まである。 
『花の下影』の物語の最後はいろいろなところを食べ歩き飲み歩いて、あまりに食べ過
ぎてお腹を壊している場面である。誰が書いているかということも一切書いていないが、
大阪勤番を繰り返す武士にとって、後世の子孫への粋な心配りであったかも知れない。も
とより、私的な画帖であった『花の下影』は、出版されて多くの人々が描かれた絵を元に
して大阪の文化を楽しみながら皆で共有できる立派な文化資源となっているのではないだ
ろうか。 
 
2. 三都の文化（書画）受容について 
 
三都（江戸・京都・大坂）にはどのような絵のグループがあったのか。 
 
◎江戸狩野（幕府・大名家） 
◎京都四条派（公家・武家・町方） 
◎大坂画壇（自主独立・タニマチ） 
江戸時代、江戸においては狩野派がステータスであり、京都では四条派が公家・武家・
町方に対しても顧客を持っていた。ところが大阪に関しては個人の趣味としての文人画が
好まれ、江戸や京都に比べて流派としての展開が弱かったことは否めない。 
「東京には東京芸術大学、京都には京都芸術大学がある。」とよく言われる。 
京都には四条派で幕末から明治にかけて活躍をした画家がそのまま京都芸大の先生にな
ったり、東京芸大も狩野派の画家がそのまま教員になったりということがあった。大阪は
そういった意味では美術学校（国公立の）を作らなかった。問題提起をしなかったのかと
言えばそうではなく、どうもできなかったようである。大阪はどちらかというと個人で楽
しむ美術に税金を投入してまでやる必要があるのかという思いが商売人たちにあったので
はないか。こうした側面もあり、学校設立の気運がそがれたのではないかと考えている。 
 
3. 大坂画壇とは何か 
  
実際は大阪にも「狩野派」が存在した。すなわち、橘守国や大岡春卜などである。この
二人は結果として大阪の画家に大きな影響を与えた。それは、絵の手本書つまり画本を出
版したのである。狩野派では、中国絵画を勉強するとともに粉本を元にして師匠から弟子
に画業が受け継がれていくが、普通、それらは門外不出であろう。また「美人画を書いて
はいけない」など厳しい教えもある。本流ではないにしても、橘守国と大岡春卜が早い段
階で絵の教則本を出したお陰で、その本を見ながら大阪の中後期の人たちは絵の勉強を個
人的にすることができた。彼らの果たした役割は大きかったと言えるだろう。 
また、大阪の文人画家として知られる木村蒹葭堂や岡田米山人は、特に重要だと思って
いる。何故なら、蒹葭堂は堀江で酒造業(醸造業)をしており、米山人は曽根崎新地で米穀
商をしていた。両者は書いた絵を売って生計を立てた人ではない。中国の書画や先述の橘
守国や大岡春卜の絵手本などを見ながら自学自習する人達である。生業を持った上で、書
画の世界に楽しむという大阪型文人の代表的な画家と言えるだろう。 
四条派としては西山芳園・完瑛親子、菅其翠、武部白鳳といった人々がいる。風景画の
他、版本の下絵などの仕事がある。また、たくさんの村絵図や町絵図が残っているが素人
が書いたとは思えない。やはり大阪の風俗画の画家などが余業に書いている場合があった
のであろう。その代表とも言えるのが、丹羽桃渓や松川半山といった画家が想起される。 
近代になると「やまと絵(復古やまと絵)」として菅楯彦や生田花朝など大阪風俗や祭礼
行事などを独自の画風を創出した画家が出てくる。 
先ほど紹介した『花の下影』は個人の楽しみの代表例と言ってもいいが、大阪の人は好
みの画家を全面的に支援（タニマチ）する傾向がある。そのため、絵画展に出品しない画
家も少なからずいた。結果として、同時代の画家や評論家の画評が今日に伝わらない。こ
うした事情もあり、京都や東京の画壇に比して、展覧会の企画も困難となり、結果、その
顕彰も進まないという問題がある。 
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4. 安中新田会所跡旧植田家住宅（八尾市指定文化財） 
 
ここで、大阪周辺部の話をしたい。JR 八尾駅の南に旧植田家住宅がある。ここは、旧大
和川主流である長瀬川左岸（旧大和川の左岸）にあり、宝永元年（1704）の大和川付替え
によって開発された「安中新田」の会所（屋敷）の地を継承された施設である。江戸時代
の集落の成立と共に高く評価され、国登録有形文化財、八尾市指定文化財をへて、平成 21
年から公開施設となった。 
江戸時代、船場を中心とした市中の経済、文化力は秀吉以降に形成された新生の地域で
あり文化であった。その構成要員として町人や食材も含めたバックボーンが周辺の摂河泉
地域を供給源としていることに異論はないだろう。 
一方で、空襲や土地開発によって消失してしまった大阪市中の文化に対して、摂河泉地
域には今日に到るまで重層的な文化資産が伝えられてきている。そういう場所として摂河
泉地域を考えた場合、旧植田家住宅のような存在は大きな意味を持ってこよう。例えば、
大阪市中にあった懐徳堂の講師陣がかなり頻繁に八尾地域にも出講している。また、旅中
の画家や文人などが往来する文化の受皿としての側面も持っていた。その延長線上として
多くの文化遺産（書画骨董）が残されていった。 
 
◎植田家の書画(掛軸・屏風・扁額) 
植田家は掛軸・屏風・扁額を含めてかなりの量が残っている。春・夏・秋・冬や祝・仏
事に合わせて作品が網羅されている。 
僧「愛石」は江戸後期、紀伊出身の画僧(黄檗宗)で野呂介石や池大雅にも学んでいる。
植田家に残された「虎図」は立派な作品で、森祖仙の猿の毛描きを髣髴とさせる。また、
松竹梅を墨一色で書いた三幅対は枯淡の味わいがある。 
「赤松雲嶺」は大阪生まれ。姫島竹外に師事。大正から昭和にかけて活躍をした人である。 
「田能村竹田」は大分生まれだが、しばしば大阪に遊学し、友人も大阪にたくさんいた
と言われる。 
「篠崎小竹」は漢詩の塾をやっており、門弟三千人と言われた人である。 
「十時梅厓」は伊勢長島に増山雪斎という学問好きの大名がおり、そこで藩校の校長と
もなり、文人画を書いた人である。 
「岡田米山人」は津藩藤堂家にヘッドハンティングされ、同藩蔵屋敷の役人となる。蔵
屋敷下役としての生業とともに大阪を代表する文人画家としても知られた。 
「鼎春嶽」は大阪に生まれ、福原五岳に師事。王黄望ら文人画について研究。「董北苑に
倣う」と書いてある。 
「矢野矯村」は愛媛から出てきた南画家である。枚方に美術学校を作った。意志が強く、
気概のある人物である。 
「岡田半江」は岡田米山人の息子で、大阪で活躍した画家である。 
－ 30 －
4. 安中新田会所跡旧植田家住宅（八尾市指定文化財） 
 
ここで、大阪周辺部の話をしたい。JR 八尾駅の南に旧植田家住宅がある。ここは、旧大
和川主流である長瀬川左岸（旧大和川の左岸）にあり、宝永元年（1704）の大和川付替え
によって開発された「安中新田」の会所（屋敷）の地を継承された施設である。江戸時代
の集落の成立と共に高く評価され、国登録有形文化財、八尾市指定文化財をへて、平成 21
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大阪市中にあった懐徳堂の講師陣がかなり頻繁に八尾地域にも出講している。また、旅中
の画家や文人などが往来する文化の受皿としての側面も持っていた。その延長線上として
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◎植田家の書画(掛軸・屏風・扁額) 
植田家は掛軸・屏風・扁額を含めてかなりの量が残っている。春・夏・秋・冬や祝・仏
事に合わせて作品が網羅されている。 
僧「愛石」は江戸後期、紀伊出身の画僧(黄檗宗)で野呂介石や池大雅にも学んでいる。
植田家に残された「虎図」は立派な作品で、森祖仙の猿の毛描きを髣髴とさせる。また、
松竹梅を墨一色で書いた三幅対は枯淡の味わいがある。 
「赤松雲嶺」は大阪生まれ。姫島竹外に師事。大正から昭和にかけて活躍をした人である。 
「田能村竹田」は大分生まれだが、しばしば大阪に遊学し、友人も大阪にたくさんいた
と言われる。 
「篠崎小竹」は漢詩の塾をやっており、門弟三千人と言われた人である。 
「十時梅厓」は伊勢長島に増山雪斎という学問好きの大名がおり、そこで藩校の校長と
もなり、文人画を書いた人である。 
「岡田米山人」は津藩藤堂家にヘッドハンティングされ、同藩蔵屋敷の役人となる。蔵
屋敷下役としての生業とともに大阪を代表する文人画家としても知られた。 
「鼎春嶽」は大阪に生まれ、福原五岳に師事。王黄望ら文人画について研究。「董北苑に
倣う」と書いてある。 
「矢野矯村」は愛媛から出てきた南画家である。枚方に美術学校を作った。意志が強く、
気概のある人物である。 
「岡田半江」は岡田米山人の息子で、大阪で活躍した画家である。 
以上のような近世近代をつうじた大阪画壇の作品が八尾の植田家に伝わっている。 
 
5. 大坂画壇の現在 
  
現在、上方役者絵(贔屓役者のブロマイド、木版)は、海外で人気がある。上方演劇を研
究する国文研究者によって着目されたものだが、今日、大英博物館・ロンドン大学を中心
に研究が進んでいる。上方役者絵の人物描写は非常にリアルなものだが、大阪が持ってい
た現実的な世界も反映しているのではないかと思う。 
日本人は有名な画家が好きで、誰かが良いといったからいいものだと考えてしまう傾向
が強い。やはり自分の目で見て面白いという感覚を大切にしていただきたいと思う。それ
に比べて海外の美術愛好者は名前を気にしない人が多い。作品を見て面白いと思えば(値段
についてはシビアなところがあるが) 買っていくのである。大阪にも良いもの、面白いも
の、つまり若冲や蕭白のような作品はある。松本奉時や墨江武禅など奇想というならそう
いう画家は大阪にもいる。未だ世に出ていない、こうした大阪画壇の作品群を紹介してい
くことこそが、地元大阪の美術館、博物館の今後の務めであろうと思う。 
 
6. 上方役者絵はもはや逆輸入の時代となった 
  
大阪文化の流出を防ぐには大阪人が自らの文化を素直に享受する機会を持つことが必要
である。上方役者絵は、最早、物量ともにイギリスには敵わないだろう。まさに府・市民
に対する啓蒙普及が重要であることを博物館、美術館のみならず大学でも言い続けていか
なければならないと思う。 
その中で、近代の画家としては「菅楯彦」を取り上げていかなければならない。生まれ
は鳥取（倉吉）だが、大阪の名誉市民第一号であり画家として最初に芸術院恩賜賞をもら
っているのだが、大阪での顕彰活動は進んでいない。 
「住吉御田」など大阪の祭礼を描いた作品が多いが、菅楯彦は有職故実を研究しており、
一方で、四天王寺にある雅亮会に属して衣装や舞楽の研究もしていた。こうした基礎をも
とに描く対象をしっかりと書き込んでいるのである。 
「春宵宜行(しゅんしょうぎこう)」は夜店の風景を描いている。大阪船場の商人は早く
店を閉めるのだが、その時に多くの町人がそぞろ出て夜店を楽しんだ。大阪では、ほぼ毎
日夜店が出ていた。特に平野町、順慶町の夜店が有名であった。楯彦が描く夜店の風景は
幻想的で、墨絵の片ぼかしによる技法で顔の表情は書いていない。1箇所のボンボリの灯が
赤いだけであとは墨絵一色である。楯彦本人もこの絵の中に自分の立ち姿を入れている。
作中の人物像は全て丁髷だが、旧幕の夜店風情を終始愛して止まなかった。 
「高津宮の遠眼鏡」は高津の絵馬堂を書いたもので、遠眼鏡の口上が垣間見える。東海
道中膝栗毛(十辺舎十九)の大阪編で「高津宮の遠眼鏡」の口上がそのまま作中に入れられ
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ているが、臨場感あふれる場面となっている。 
「浪花天神橋」は奥に大阪城が見えており、天満の天神で売っている飴売りの親子と日
傘の坊ちゃんが同じ方向に進むが、金持ちの坊ちゃんより飴売りの子どものほうが表情が
よい。「わては貧乏人が好きだす」と言って憚らなかった楯彦の真骨頂とも言える良い作品
であろう。 
 
7. 大阪文化の重要な発信装置として（料亭・旧家の活用） 
 
美術館・博物館で、大量の作品を見ることだけが鑑賞の王道ではないだろう。 
本来、掛軸というのは一本をじっくり見るものであり床の間で前に正座して見上げるも
のであろう。美術館展示室のガラスケースに横並びに陳列されるのは、本来的な鑑賞から
は遠いものであるはずだ。例えば、表具の生地のこと、調度とのバランス、床の間の壁の
色と雰囲気、外光の光がどちらから射してくるかによってやはり絵の見え方も変わると思
う。美術館や博物館の展示室だけでなく、旧家の床の間や料理屋・料亭など、ゆっくりと
鑑賞できる場所が無数にあるということ、そして、それらの点が面になっていくのも面白
いのではないかと考えるようになった。例えば、料亭で展示鑑賞会をしたり、旧家を美術
館風に活用して皆で楽しんだりしている。元々、大阪ではこうした作品鑑賞が普通に行わ
れていたことを伝えていきたいと考えるようになったのである。 
北野恒富、島成園、木谷千種は近代大阪美人画の系譜として、作品自体のキャラクター
が立っているため百貨店や美術館でも展示される機会が増えてきた。だが、座敷の床の間
には決して似合う作品とは言えないだろう。一方で、床の間に文人画を掛ける時には、立
花や香など様々な取り合わせを楽しむ文化がある。 
こうしたことは、美術館では虫害や匂いがついたりするため、原則として行えない。し
かしながら床の間で一本の掛軸をじっくり説明する、また、美味しいものを頂きながら拝
見するという、本来、大阪で楽しまれた鑑賞のあり方を考えてもいいのではないだろうか。 
 
8. 本来、美術鑑賞とは 
 
もとより、個人的な趣味趣向もそれぞれ違う。千人万人がごった返すような大規模展覧
会だけでなく新たな受容のあり方を掘り越していく。おもてなしの備えというのは一緒に
なって愉しむ、じっくり見てもらう気分も含めて味わっていくということが重要ではない
か。本来、関連性をもって楽しまれた文化事象が分散化され、画一的な展示手法が全国展
開している。時代を超え、地域によって様々な残り方をしている文化事象について、今一
度、本来的な作品鑑賞をもとに、とらわれない心で享受していくことが重要であろう。こ
うした試みが、大阪あるいはその周辺地域に住んでいる我々のこれからの責務ではないか
と思う。 
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(2016 年 11 月 12 日、生活美学研究所本年度第 3回定例研究会における講演に基づく) 
コーディネーター 武庫川女子大学文学部教授 管  宗 次 
 
 
指定討論者コメント 
 
佛教大学講師 鷲 原 知 良 
 
近世から近代にかけての文人画は、今日では文化財、文化遺産であるが、画かれた当時
には作り手と受け手の実生活に根差したものであることを感得した。『花の下影』が食に関
する実用的な目的で創作享受されたこと、住まいにおける大阪船場と阪神間の関わり、富
岡鉄斎の京都での日常生活の行状など、当時の上方文化圏においての具体的な事例の数々
は、文人画はもとより、あらゆる文化活動の評価には時間と空間の両軸が必要なことを示
唆すると思われる。古典であっても現在と歴史的、地理的に連接しているからこそ興味深
い。幕末明治期の文学を研究対象とする稿者にとって密接な領域である文人画を通じて、
名所図会や繁昌記などと関わる詩歌の解釈に際しても、地勢と歳時を背景におくべきこと
を再認識する機会となった。 
 
 
大和文華館学芸員 宮 崎 も も 
 
上方文化の豊かで具体的なイメージを、『花の下影』と大坂画壇の作品から味わうことが
できたご講演であった。『花の下影』は、芦屋の旧家に伝わった手描きの画帖で、大坂の美
味しい店をスケッチした、謂わば江戸時代の大坂のグルメ本である。お店の場所などにつ
いての文字情報は少ないが、四条派風の簡素な筆致で、食を楽しむ人々や大坂の町並みが
生き生きと描かれている。お店の全貌を客観的に捉えるのではなく、視点を比較的近くに
置いて店先の商品や人々を瑞々しく描いており、作者の眼差しを感じさせる。 
大坂画壇の作品については、旧家の床の間に飾ることで、その良さが分かるというお話
が大変印象に残った。近年は、美術館の大きな展示空間の中で映える濃厚で派手な作品が
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注目を集める事が多いが、古くからの書画を楽しむという文化を伝えていくために、多様
な美術鑑賞のあり方を考えていく必要性を感じた。 
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